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る。2011 年の東日本大震災により、一時約 6,000 人の外国人住民が東北地方を去ったが、
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教育委員会編 2000、江端他編 1998、久米田 2007、児玉 1974、篠崎・東京女子大学篠崎ゼ
ミ 2011、平山他編 2003、日高 2011、龍川・佐藤 1983 など）、また筆者の内省などから予
め調査用の方言リストを作成した（図 3）。筆者が用意したリストには青森県・岩手県・宮
城県・秋田県・山形県・福島県（以下「東北 6 県」）の全域・あるいはいずれかの地域で用



































インフォーマントは 10 代～90 代の東北出身者及び東北在住者計 23 名である。
また、インフォーマントの各県別の内訳は以下の通りである。括弧内は、県内の地域別の
内訳を示しているが、これは筆者の方言区分によるものである（後述）。なお、宮城県のイ




岩手県…4 名（南部 1、伊達 2、気仙 1）
宮城県…5 名（仙台 5）
秋田県…3 名（秋田 2、鹿角 1）
山形県…3 名（村山 2、置賜 1）
福島県…10 名（会津 8、中通り 1、浜通り 1）































































































































































































































そこで、秋田県秋田市に 30 年以上在住するポルトガル語母語話者女性 1 名（以下 AB）





その結果 AB については 52 項目について「使う」「聞く」と回答し、MK は 26 項目を
「使う」「聞く」とした。これらの結果を秋田県及び宮城県の日本人の回答とそれぞれ比較し
てみたところ、AB の回答した 52 項目のうち 48 項目が秋田県秋田市の日本人が「使う」
「聞く」とした回答と一致、秋田県鹿角市の日本人の回答も含めると 52 項目中 51 項目が秋
田県の日本人が「使う」「聞く」と回答した方言と一致することになった。
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